
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教育活動や児童の様
子をブログ等で紹介
しています。 

六小 ホームページから  

六 小 ニュース（ブログ）にリンクを

貼 っております。  

ごらんください。  

令和７年度 国分寺市立第六小学校 学校だより 

 

 

 

            

 

令和７年６月３０日７月号 

家庭数 

「ほめる」と「励ます」 

校長 

７月に入り、１学期も残すところ児童の登校日は、１４日間となりました。これまで大きな

事故が無かったことは、保護者の皆様の多大なるご理解、ご協力をいただいたお陰です。心

から感謝を申し上げます。 

さて、ある日、子供が国語のテストで１００点を取って、喜んで帰ってきたとします。そ

の子供の喜びの声を聞いたとき、皆さんは、どのように声をかけるでしょうか。  

わあ、すごい。よくやったねえ。  

多くの方は、おそらくこのように「ほめる」のではないかと思われます。しかし、もしか

したら、そのあとに次のような言葉も続けてしまうことはないでしょうか。  

じゃあ、次は算数でも１００点をとろうね！  

また、算数の成績が上がったことが嬉しくて、終業式の日に帰宅するやすぐに通知表を見

せにきた子供に対し、「すごい、やればできるじゃない。」とほめたあとに、「じゃあ、２学

期は国語もがんばろうね。」などとつい言ってしまうこともあるかもしれません。子供がプ

ールで横（１３ｍ程度）を初めて泳ぐことができて飛ぶように帰ってきたときに「がんばっ

たね！」とほめたあとに、「じゃあ、今度は２５ｍをめざしてがんばろうね！」と言ってし

まうのも同様です。 

このとき、子供は、最初に感じた「ほめられた」という気持ちが一気に半減し、がんばれ

と「励まされた」という気持ちに変容してしまうそうです。ですから、こういった声かけは

上手に演出しなくてはなりません。「ほめる」ときは、そのあとについ続けてしまいがちな

「励ましの言葉」をぐっと我慢して、思いっきりほめてあげることが大切です。  

もちろん、むやみにほめればいいというわけではなく、「ほめる内容とタイミング」が重

要です。内容もタイミングも、誤ると嘘っぽくなります。子供が何らかの努力をしたとき、

あるいは子供に何らかの進歩や成長が見られたとき、そして、人間としてすばらしい行為を

したとき…。こんなときは、つい言ってしまいがちな「励まし」の一言は付けずに、思いっ

きり「ほめて」あげたいものです。 

今月末からは夏休みに入ります。学力向上のチャンスでもあります。子供たちにとって大

切なことは、どんな夏休みにしたいかをはっきりさせ、「目標」を具体的にもち、「計画」を

立てて実践していくことです。また、長期の休みだからこそできる様々な体験もあるでしょ

う。ぜひ、お子様と一緒に夏休みの計画を立ててほしいと思います。その段階から夏休みが

有意義なものとなるかが決まってきます。 

                     

自ら考え 共につくろう 笑顔あふれる 第六小 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知表について 

本年度から「あゆみ」の形式が変わります。昨年度までは 2 枚に分かれた通知表を専用のフ

ァイルに挟んでお渡ししていましたが、本年度から A4 サイズ 1 枚、両面刷りのものをお渡しし

ます。ファイルは使用しません。3 学期には「あゆみ」と「修了証」の２枚をお渡しします。（次

学期の「あゆみ」の回収はありません。）また、所見の記載は 3 学期のみとなります。１，２学

期の児童の様子は、夏季休業中の個人面談、１２月の希望制面談にてお伝えしていきます。 

通知表は、学校生活の中で担任や専科教員が見た児童一人一人の一面です。良かったところ

は大いに褒めていただき、もう少しのところは、次に生かせる助言をお願いします。 

   

通知表担当   

日光移動教室 

ずっと楽しみにしていた日光移動教室が、6 月 1 日から 3 日にかけて行われました。 

子供たちが作った今年のスローガンは「みんなで協力して楽しい 3 日間にしよう」でした。こ

のスローガン達成に向けて子供たちはお互いに協力し合い、全員が楽しいと思えるような日光移

動教室にしようと頑張りました。はじめは課題もあった子供たちですが、日に日に成長していく

姿は頼もしく、六小のリーダーとしてふさわしいものでした。小雨が降り、心配する天気の時も

ありましたが、全行程を実施することができ、たくさんの自信を付けて帰校することができまし

た。ここで付けた力は日光移動教室で終わることはなく、これから続く学校生活で生かしてこそ

のものです。これからも子供たちの成長を支援していきます。     

６年学年主任  



 

 

 

 

 

 

 

 

  

２年生「ZOOM」 

〇夏休み前の持ち帰り 

 図工の作品の絵を持ち帰ります。画用紙の大きさが

６０センチ×４０センチ程度あります。４日（金）まで

に作品の入る大きな袋を持たせてください。学用品の

持ち帰りも８日以降から少しずつ始めます。手提げ袋

のご用意をお願いいたします。 

〇個人面談での持ち帰り 

夏休みの個人面談の時に保護者の方に野菜の鉢の持

ち帰りをお願いします。必要に応じて袋などを用意し

てください。 

す。 

 

３年生「太陽がさんさん」 
 

〇にんじんの種まきに行きます。 

 ７日（月）に鈴木農園ににんじんの種まきに行きま

す。当日は、汚れてもよい服と靴で登校してくださ

い。水筒を持っていきます。汗をかくことも想定され

るので、必要であれば汗拭きタオルや着替えも持たせ

てください。雨天の場合は８日（火）に延期します。 

 

〇学習用ノートのご準備をお願いします。 

学習用（算数等）ノートの買い替えを各ご家庭でお

願いします。 

 

４年生「Genius」 

〇歯磨き指導・水道キャラバンを終えて  

 ６月２６日（木）に歯科の先生による歯磨き指導がありました。先

生の話をよく聞きながら、実際に歯ブラシやフロスを使って正しい歯

の磨き方を学びました。２７日（金）の水道キャラバンでは、水道局

の職員の方々と、実験や動画を通して、たくさんの水を誰がどのよう

にして供給しているのかを学びました。  

〇枝豆収穫に行きます。  

学童農園へ枝豆の収穫に行きます。日にちは後日児童を通じてご連

絡いたします（７月１４日（月）～１７日（木）を予定）。汚れてもよ

い服装で登校させてください。水筒を持参させてください。  

 

 

 

 

 
 

５年生「Let’s GO!」 
 〇総合「赤米を作ろう」について 

 夏休みの当番制（１人１回）でバケツ稲の水やり（学年全

員分）当番の日程希望調査の提出ありがとうございました。

グループのメンバーが決まりましたら打ち合わせをし、決まっ

た時間に登校するように指導をしますのでご協力お願いいた

します。雨の日は水やりの必要がありません。ご了承くださ

い。また、２学期に稲の背が高くなると支柱が必要となりま
す。１学期中に支柱を一人３本持たせてください。低学年の

頃に使用していたアサガオの支柱でも構いません。 

 

〇総合「こくベジプロジェクト」について 

９月１４日～２０日、国分寺丸井で開催される「パンフェ

ス」に参加することになりました。詳細は保護者会の時にお

話しさせていただきます。ぜひご出席ください。 

6 年生「POWER」 

６月１日（日）から３日（火）まで、無事に日光

移動教室を実施することができました。保護者の

皆様には、準備や体調管理等ご協力いただき本

当にありがとうございました。子供たちにとって初

めての宿泊を伴う集団生活でしたが、３日間を

通して大きく成長することができました。 

 

７月４日（金）の保護者会はオンライン開催と

なります。移動教室の様子は、保護者会で上映し

ますが、夏休みの個人面談期間にも図書室にて

スライド上映させていただきます。 

１年「はじめのいっぽ」 

〇図工「ぺったん ころころ」 

教科書２８・２９ページを参照の上、スタンプに使えそうなトイレ

ットペーパーの芯、気泡緩衝材（プチプチ）、段ボール、果物などを包

んでいるフルーツキャップなどを用意をお願いします。9 月の最初の

図工で使いますので、取っておいてください。 
○アサガオの持ち帰り 

7 月１０日（木）～1８日（金）の間に、保護者の方に、アサガオ

の持ち帰りをお願いします。持ち帰りの際は、大きなビニール袋があ

ると便利です。夏休み中に採れた種は乾燥させて、封筒などに保管し

ておいてください。  

夏休み後は、９月１日（月）～９月８日（月）の間に、再度アサガ

オを学校に持ってきてください。枯れた場合もそのまま持ってきてく

ださい。  

〇学用品の持ち帰り 

 7 月１１日（金）から、学用品を少しずつ持ち帰ります。手提げカ

バンを用意させてください。中身の補充（特にのり・色鉛筆・クレパ

ス）と点検（名前の書き直しなど）をして、２学期の始めに持たせて

ください。  

 
 


